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社会科学における研究データ

社会科学 Social Sciences
社会のなかでの人間行動や社会現象を対象とす
る科学の総称

法学，政治学，経済学，社会学 など・・・

研究データは、主に社会調査により収集

定性的データ

インタビュー，フィールドワーク，文書記録 など・・・

定量的データ

行政管理データ，集計データ，個票データ など・・・
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定量的な社会調査（質問紙調査）

何を聞くか？

質問紙への回答

どのように聞くか？

訪問面接法，郵送法，
電話法，ウェブ調査

誰に聞くか？

母集団と、無作為抽出
による標本
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定量的な社会調査（質問紙調査）

質問紙調査の結果、個票データが収集
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社会科学データアーカイブのしくみ
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データ寄託

申請内容の審査とデータ提供



SSJデータアーカイブの事業

（１）調査データの寄託

（２）データの確認と秘匿処理

（３）メタデータ（≒調査概要）の作成

（４）データの公開・提供

SSJDA Directを通じたダウンロード方式
or 郵送による受け渡し方式
Nesstar（リモート集計システム）

（５）研究成果のアナウンス
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調査関連資料の整理
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SSJDA Directとは

Webでデータ
の検索，利用
申請，ダウン
ロード等がで
きるシステム

利用資格は、
大学・公的研
究機関の研究
者（院生含む）
、寄託者

学術目的のみ
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Nesstarとは
データ特性に関する情報閲覧と簡単な統計分析ができるシステム

利用資格は特に制限されない、ただし利用目的は学術目的のみ

8



9

データアーカイブの役割と意義

データの喪失を防ぎ，長期保存が可能に

個人情報の秘匿処理により安全に保管

データキュレーションによりデータの質の維持

分析の再現性を担保

二次分析により，多くの新しい研究が可能に

今後実施される社会調査の質の維持・向上



SSJDAの業務統計（年度別）
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東京大学社会科学研究所附属
社会調査・データアーカイブ研究センター



社会調査・データアーカイブ研究セン
ターのデータ利活用促進事業
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優秀論文と寄託者表彰 メタデータ国際規格DDI
エディタの開発

二次分析研究会

東大社研パネル調査

計量分析セミナー



研究データをとりまく日本の状況

①データアーカイブ：社会科学分野の多様なデータを収集、整理
、保存、提供
東大社研SSJDA，立教大学RUDA，（札幌学院大SORD），など

②特定分野のデータを整理し提供
レヴァイアサン・データバンク、（兵庫教育大学JEDI），など

③自機関の調査を第3者に提供
慶應義塾大学パネルデータ設計・解析センター、JILPTデータアーカイブ，など

④公的統計の匿名データの作成・提供、オーダーメイド集計
独立行政法人統計センターの統計データアーカイブ（学術研究機関向けの
窓口(サテライト機関）， 一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センタ
ー，など
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研究データをとりまく海外の状況

米国の主要な社会科学データアーカイブ
Roper Center，ICPSR，Dataverse

欧州の主要な社会科学データアーカイブ
GESIS（ドイツ），UKDA（イギリス），DANS（オランダ）

東アジアの主要な社会科学データアーカイブ
SRDA（台湾），KOSSDA（韓国）

データアーカイブ間の連携組織
CESSDA（Council of European Social Science Data Archive），
IFDO（International Federation of Data Organisations for the 
Social Sciences）
日本（SSJDA）はIFDOのBoard Member
東アジアでもアーカイブ間連携組織を構想中
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学協会における取り組み

日本学術振興会「人文学・社会科学データイン
フラストラクチャー構築プログラム」

国際的な立ち遅れ、データ公開・共有が進まぬ現
状、データベース間連携の不在、などが問題意識

中核機関（日本学術振興会）は、データ利活用シス
テムを構築

データ所在把握，データカタログ設計，ガイドライン検討

各拠点（研究機関）は、データ共有基盤を構築

データ収集・アーカイブ化，多言語化，連結化 etc・・・

社会科学全体としての取り組みはこれから
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社会科学分野における課題

研究データの公開/共有の促進
データは公共財ではないのか

公開されないデータを用いた研究は認められるか

研究データ間の連結の必要性

比較可能性を確保するために

研究データの国際化（多言語対応）

海外研究者の利用，国際比較分析

共通ガイドラインや指針の作成と普及

こうした事業を支える人材の育成と確保
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